
第２章 沖縄観光の現状と課題

また、リピート回数が増えるにつれ、ダイビング客の割合が高くなっている。

資料：平成１７年度観光統計実態調査

ウ 航空路線

① 観光客が本県を訪れる際の交通手段

、 、観光客が本県を訪れる際に利用している交通手段としては 空路が圧倒的に多く

航空路線の拡充や航空運賃の低減などにより、さらに空路の占める割合が増加傾向

にある。

平成１８年においては、空路による入域観光客数は全体の９８．９％に達してい

る。

資料：沖縄県観光要覧
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第２章 沖縄観光の現状と課題

② 国内航空路線の推移

県外から本県への航空路線は、平成１８年度には３４路線まで拡充されている。

また、主要路線を中心に増便等により提供座席数が増加しており、入域観光客数

の増加に貢献している。

資料：沖縄県交通政策課※期間運航等を含む。

③ 国際航空路線の推移

、 、 、 、沖縄と海外を結ぶ国際航空路線は 平成１９年１２月３１日現在 台北 ソウル

上海の３路線となっている。

マニラ路線は、平成１９年８月から運休となった。

資料：沖縄県観光企画課

台北 ソウル 上海 マニラ 香港

10年 週21便 週３便 － － 週２便

11年 週21便 週３便 － － 週２便

12年 週21便 週３便 － － 週２便

13年 週21便 週４便 週２便 － 週２便

14年 週14便 週３便 週２便 － 週２便

15年 週14便 週３便 週７便 週４便 －

16年 週14便 週３便 週７便 週４便 －

17年 週14便 週３便 週５便 週４便 －

18年 週14便 週５便 週２便 週４便 －

19年 週14便 週７便 週２便 － －

※便数は、各年とも１２月３１日現在を基準としている。

国際定期航空路線の推移
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